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豚に胃潰癌が多発する原因はとうもろこしの多給で8)さしかもそれを微粉砕3'10)することによって

発生率が高 くな り,またゼラチン化7) やペレット状1)2) にすることも 胃病変の発生に 関係があると

言われている.われわれの過去の経験や野坂ら5) の調査成績によっても, 残飯で飼育された豚には

胃病変の発生は殆んどみられないが, とうもろこし配合飼料で飼育された豚には驚 くほど高率に発

生している.

ところで, 微粉砕したとうもろこし飼料ではどのようなメカニズムで前胃部に病変が発生するの

であろうか.この方面の研究は, 極 く最近中ら4) が微粒とうもろこし飼料と粗大とうもろこし飼料

について胃内容物の層状重積に及ぼす影響を調べた成績があるに過ぎないようである.

残飯は経済性が高いため古 くから,わが国では飼料として豚に給与されてきた. 元来が雑食であ

る豚では,自然界で野性の豚がとる食物と残飯とは, 成分的によく似ているものと考えられる.し

たがって残飯で飼われた豚の胃は豚本来の機能を備えた胃に近いことが推測される.

このような理由から,われわれは残飯で飼われた胃をコントロールとして, 胃病変発生のメカニ

ズムを解明するデータを提供することと,残飯が有している1,2の飼料的特徴が,胃病変の発生を

低下させる面で配合飼料に生かせるかどうか,を知る目的でこの実験を行なった.

この報告では,上記の目的を達成するためにいろいろの胃を作 り出すこと, 並びに飼料条件 と胃

病変発生との関連を検討ないし追試したい.
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材 料 お よ び 方 法

試験区および飼料

飼料の組成,粒度,加工方法および給餌方法の異なる次の7つの試験区を設けた.

1区 :微粉飼料-とうもろこしの粒度が 1mm 以下のもの. 2区 :粗粉飼料-とうもろこしの粒

度が 3.5mm 以下のもの.3区 :ペレット飼料一微粉飼料をペレットにしたもの. 4区 :泥状飼料

一微粉飼料に3倍量の水を加え泥状にしたもの. 5区 :α化穀類飼料-とうもろこしを庄属し,α

化したもの.6区 :粗繊維添加飼料一微粉飼料にル-サンミ-ルを13%の割合で添加したもの.7

区 :残飯一一般家庭の食物残淳.

1区から5区までの飼料の組成は全農ブ-レットLと全 く同じである.

残飯を除いた各試験区飼料の TDN はほぼ同一であ り,その一般成分は Tablelに示す通 りで

ある.

試 験 場 所

1区～ 6区の試験は宮崎県児湯郡川南町大久保養豚場を使用して行なったが1 7区は飼料調達の

都合で同郡佐土原町黒川養豚場を使用した.

大久保養豚場は大久保農産加工農業協同組合の経営で, 自動水洗の糞尿処理装置を備えた衛生的

な近代的養豚場であり,総収容能力は6,000頭.黒川養豚場は個人経営で,糞尿処理は人力に精 り,

あまり衛生的ではない.年間約 1,000頭を出荷している.

Table1. Compositionofdiets

Fig.1 Experimentaldiets.

1･Finecracked,2･coarsecracked,3･pelleted,
5.flakedandgelatinized,6.crudefiberadded.

Fig･2 Feedingpen(6kubopigfarming).
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試験の時期と期間

1区-3区 :昭和 47年 11月5日から48年 1月28日までの85日間. 4区～6区 :昭和47年 11

月21日から48年2月13日までの85日間.7区 :昭和 47年 11月23日から48年 2月15日までの

85日間.

試 験 豚

生後約 3ケ月令の LH,LW 70頭 (去勢雄 34頭,雌 36頭)で, 1区-3区は各試験区ともLH

8頭,LW 2頭,合計 10頭宛,4区～7区は LH のみで 10頭宛 とした.また 1区だけは雄 4頭,

雌 6頭であるが他の試験区は雌雄同数である. なお試験の時期を異にした 1区- 3区, 4区～ 6区

および 7区の3グループではそれぞれ生産者が異なるが, 同じ試験時期のそれぞれの試験区間では

生産者のばらつきがあまりないように試験豚を配分した.

飼 育 方 法

1区～6区は広さ 2.7mx3.6m,コンクリ- ト床の豚房に10頭宛収容したが,7区は広さ 1･8

mx2.7m コンクリー ト床の豚房に5頭宛収容した. 各試験区とも1日2回給餌し, 飲水は自由に

した.また 1区～6区は試験開始前の15日間Bクリーン (抗生物質,サルファ剤,駆虫剤などが添

加してあるブ-レットBと同じ配合飼料)で 飼育し, 7区は同じく 5日間ブ-レットLで飼育し

た.

検 査 項 目

体重は 15日ごとに計測し,血色素量 (医学書院,-モグロビノメーター), 血球容積 (毛細管-●

マ トク リット法)および糞便潜血 (シノテス ト4号)は 1ケ月ごとに検査した･ 試験終了後 と殺解

体し胃病変の検査を行なった.

試 験 結 果

試験期間中に 3区と6区の各 1頭が,脱虹と SEPに雁息したため淘汰さカ1た･

1. 前胃部病変の発生率

chartlは個体別の病変の程度と前胃部に占める病変面積の割合を示したものである･

微粉性飼料で飼育した 1区, 3区, 4区ではいずれも全例に病変が発生し, 微粉飼料をペレット

にしても,また水を加えて泥状にしても,病変の発生率に差は認められなかった･

微粉飼料にルーサンミ-ルを添加した 6区では 9頭中4頭だけに病変が発生し, 粗繊維の添加は

明らかに病変の発生率を低下させた･

微粉飼料と同じ組成の2区と5区では, それぞれ 1頭だけに病変が発生したのみで,とうもろこ

しの粒度を粗大にすることが,病変の発生を著しく抑制することを示している･

残飯 (7区)で飼育した豚では病変は全 く認められず,しかもそれらの胃は, 他の試験区の胃に

比べると大形で,胃壁の筋層もよく発達し重量も最も重かった･

なお性別による病変発生率の差は認められなかった･

2. 増 体 率

試験期間中の各試験区の平均体重の推移を Chart2に, 増体率を Table2に示した･

1日平均増体率は,皮肉にも胃病変の発生率と比例している･ すなろち3区が最もよく, 4区と

1区もかな りよい. 6区と2区がこれに次ぎ,7区と5区が貴も悪かった･

試験期間中の増体率をみると (Chart2), 2区,6区,7区では試験開始後 15日間がかな り悪

いだけで,その後は比較的良好な発育を示している. 1日平均増体率が低下した理由は, 試験開始
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Chart1. Resultsofstomachexaminations

Table2. Effectsofdietaryfactorsontheaveragerateofdailygaln

1 1 2 1 3 1 4 1 5 E 6 1 7

により飼料が急に変ったことが影響したためと考えられる. 5区は 試験 の前半は非常に 艮かった

が,後半になって悪くなった･ 3区は終始良好な発育を示し, ペレットの効率のよさが現われてい

る.

3. 一 般 臨床 所 見

7区の1頭が試験開始後まもなくSEPに雁患し,試験の中途までは発育が著しく悪かった.また,
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前述のごとく3区の 1頭が脱虻で, 6区の 1頭が SEPに雁思したため淘汰された. 臨床的に異常

が認められたのはこれら3頭だけで,他の豚はほとんど異常所見を認ず, 非常によい比較試験が実

施できた.

4. 血 液 所 見

試験区ごとの血色素量および血球容積の平均値 と標準偏差を Chart3に示すが, 各試験区の間

で有意差は認められなかった.また各個体について検討を行なったが, 胃病変との関連を示す所見

は全 く認められなかった.

5. 糞 便 潜 血

陽性を示した個体は 1区の1頭 1検体 (試験開始 15日日)だけであ り,その豚の胃には重度の角

化克進が発生していた.疑陽性は17検体あったが,そのうち病変が全例に認められた 3区では僅に

1検体だけで,逆に病変が 1例のみに認められた 2区では7検体が疑陽性を示し, 病変との関連が

判然としなかった.

考 察

残飯で飼育した試験区では,われわれの過去の経験や野坂ら5'の調査成績と同じく, どの豚にも

病変は認められず,しかも胃は大形で,筋層がよく発達し, 非常に丈夫で重量も最も重かった.そ

れに反し,配合飼料で飼育した豚の胃はすべての点で残飯胃に劣 り, あたかも放し飼いとゲ-シ飼

いの鶏の筋胃を比較している感じであった.残飯の内容は野菜,果物, 魚や鶏の骨など強力な消化

力を要するものばか りであり,従って残飯給与豚の胃の発達がよくなるのほ当然であるが, 自然界

における豚の食物を考えると,このような胃こそ豚本来の胃であ り, 消化しやすい飼料ばか りを与

えて胃の発育を悪 くすれば,何らかの病変が発生するのはけだし当然であろう.

とうもろこしは廉価でしかも増体量がよいことから, 配合飼料 の主原料 となっている. ところ

が,とうもろこしを粉砕して配合すると胃病変が 100%の割合で発生したことが既に Reeseら9) に

よって明らかにされている･ 今回の試験でも微粉性飼料では Reeseらの成績と同じく全例に病変

が発生し, とうもろこしの微細化がわが国の豚の胃潰場を多発させている原因であることが実験的

に証明された.

Reeseらは, 同時に行なった小麦飼料の給与試験で 50%に病変が発生し, 燕麦飼料では病変が

発生しなかったことから,その原因は飼料中粗繊維の含有量にあると考えた. そこでとうもろこし

飼料に5%の割合にル-サンミ-ルを添加して試験を行なったが, 病変の発生率は低下を示さなか

った･われわれは残飯の大部分が粗繊維で占められていることから,TDN を考慮して13%の割合

にルーサンミールを添加した結果,胃病変の発生率は粗粉飼料や α化穀類飼料のそれには及ばない

が,明らかに減少した･しかも,この飼料で飼育された豚の胃は, 残飯胃には劣るが,他の胃に比

べるとかなりよく発達していた･この成績からみて, 胃の発育を促進させる成分は粗繊維であるこ

とは明らかである･したがって,さらにル-サンミールの添加を増すとか, 比較的粗い他の粗繊維

飼料を添加することにより胃病変の発生率をより低下させることが可能であろうと考える.

とうもろこしの粒度が大きくなれば,胃病変の発生率が低下することは Mahanら3) によって実

験的に明らかにされている･すなわち 1･6mm,3･2mm,12･7mm および 25･4mm の節を通過

したとうもろこしを主成分とする配合飼料では,胃病変の発生率はそれぞれ 100%,67%,17%,

17%で,粒度が粗 くなるほど病変発生率は低下している･われわれが行なった試験では 3.5mmの

粒度と庄属しただけのとうもろこし飼料の病変発生率はいずれも10%で,粒度 3･5mmの飼料の成
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積は Mahan らのそれよりも低かった.最近,山口10'も同様の成績を報告している.

Perryら7',Nuwerら6'はゼラチン化とうもろこしの配合飼料は,胃病変の発生とその程度を増

すと述べている.われわれの試験は, とうもろこしを庄属しただけのものを用いたので粉砕したと

うもろこしの成績とは比較し得ないが,病変の発生率は低かった.

残飯は加熱処理の際に水を加えるため,どぶ状になる. そのため一回の給与量は配合飼料に比べ

ると,分量としては数倍になる.このことも胃の容積が大となる要因であることから, 微粉飼料に

3倍量の水を加え泥状にして給与してみたが, 胃は 大きくならず, 病変の発生率も低下しなかっ

た.食べては水を飲む粉末飼料の場合と同じ結果でしかなかったと考える･

ペレット状にした飼料が前胃部を通過する際には, 粘膜を刺激した り傷つけることが懸念され,

それが病変を誘発するとか,病変を悪化させることが推測される･ 微粉性飼料を給与した 1区, 3

区,4区の病変程度を比較すると (Chart),水を加えた泥状飼料 (4区)ではびらんや潰虜などの

重度病変が4例に発生したが,それらの病変は前胃郡粘膜の僅か10-20%の面積を占めるに過ぎな

かった.微粉飼料 (1区)では 5例に重度病変が発生し, そのうち2例は潰場が前胃部の全域を占

め,他の3例はびらんが 20-30%を占めていた･この成績は Reeseら9'のそれと全 く一致してい

る.ペレット飼料 (3区)では9例中6例に重度病変が発生し, そのうち3例は潰癌が 80-100%

を占め,他の3例中1例はびらんが 70%を占めていた･Reeseら8) はペレット化は 胃病変の程度

を悪化させないと述べているが, 今回の試験ではペレット飼料は病変を 悪化させるように思われ

る.Chamberlianら1'もペレット化が 胃潰癌多発の原因になると指摘している･ ただし, その原

因を形状よりも処理工程に求めている･

水を加え泥状飼料にして給与しても病変の発生率は低下しなかったが, これら3つの試験区のな

かでは,病変の軽度のものが最も多かった･

要 約

飼料の組成,粒度,加工方法および給餌方法の異なる7つの試験区を設け, 飼料と前胃部病変と

の関連性を検討した.

飼料の組成は胃病変の発生に著しい関連性が認められた･ すなわち,飼料中の粗繊維含有量を多

くすると胃病変の発生率が低下し, 粗繊維がその大部分を占めている残飯では病変は全 く発生しな

かった.また粗繊維の添加は胃の発達を促進した･

飼料の粒度も胃病変の発生に著しい関連が認められ,とうもろこしの粒度を 1mm 以下に粉砕す

ると病変の発生が著しく高まり, 3.5mm 以下の粗大な粒子に挽き割ったり,あるいは庄局すると

病変の発生は著しく低下した･

飼料のペレット化は胃病変の程度を僅かばかり増悪し, 一方,水飼いはこれをいくらか軽減する

のに役立った.

近年,わが国の豚に胃潰癌が多発している原因は, 微粉砕とうもろこし配合飼料の給与にあるこ

とが実験的に証明された･

本論文の要旨は,昭和48年秋,第 76回日本獣医学会 (鹿児島)において発表した･

本研究は全国農業協同組合連合会の委託研究費を得て遂行されたものである･

終 りに,試験場所と試験豚を快 く提供された大久保養豚場および黒川養豚場に厚 くお礼申しあげ

る.また諸検査に協力を惜しまなかった本学 3,4年専攻学生に感謝の意を表する･
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Summary

Tostudytheeffectofadietuponthedevelopmentofesophagogastriculcer

in swine,an experimentwas carried outwith dietsvarylng in composition,
containinggrainsofdifferentsizes,andgiveninvariousmanners.

Seventycrossbredpigsabout3monthsold were divided equally intoseven

groups,whichwereasslgnedtotheseven experimentaldiets,respectively.All

ofthem werefedtwiceadayandgivenfreeaccesstodrinkingwater･ Eachpig
wasslaughtered85daysafterthebeginningOftheexperimentandexaminedfor
pathologicalchangesinthestomach.

Thefollowingdietswereusedfortheexperiment.

Group 1:Finecracked corns-Cracked corngrainswerelessthan lmm in
diameter.

Group2:Coarsecrackedcorns-crackedcorngrainswerelessthan3.5mm in
diameter.

Group3:Pelletedcorns-pelletswerepreparedfromthesamematerialasthe
丘necrackedcorns.

Group4:Fluidmashedcorns一mashwaspreparedfrom 1partofthesame
materialasthe丘necrackedcornsand3partsofwater.

Group5:Flakedandgelatinizedcorns.

The丘vedietsmentioned abovehad thesame composition astheZen･Noh
brandformuladiet.

Group6:Crude丘beraddedcorns-alfalfaleafmealwas added tothesame

materialasthe丘necrackedcornsattherateof13percent.

Group7:leftoverfood-refuseanimalandvegitablematterfrom thekitchen.
Gastric lesionswereobserved in allthepigsfed the丘necracked corns

containingminuteparticlesofcorn,thepelletedcornsconsistingofsamematerial
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asthefinecracked corns,andthefluid mashed cornsprepared to makethe
stomachdilatebyenlarglngthevolumeofthedietwithwater.

Nogastriclesionswerefoundin丘veofninepigsfedthe crude丘ber added

corns(oneoftheten pigsofthisgroup wasdiscarded from theexperiment,

becauseitwasaffectedwithSEP). Thisresultindicatesthatthealfalfaleaf
mealhadaconsiderableeffectforthepreventi0-10fgastricchanges.

Theleftoverfooddietwasmainlycomposedofsuchvegitablematterasroots

andfruitsandsuchhardlydigestiblestuffsaschickenandfishbones. Thep上gs

fedthisdietpresentednogastricchangesatallandseemedtohavea stronger

stomachthanthep上gsfedanyotherdiet.
Gastriclesionweredetectedfrom onlyoneofthepigsfedthecoarsecracked

cornsandonlyoneofthepigsfedtheflakedandgelatinizedcorns. Thisresult

indicatesthatfeedingcoarsegrainshasamarked e茸ectfortheprevention of

gastricchanges.
From theseresults,itisconcludedthatthedeveloplnentOfgastriclesionsis

influencedbythesizeofgrainandthecontentsofcrudefibersandotherhardly

digestiblecomponentsofthediet.




